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関係機関における研究開発等の推進状況

　　　　　」し

V｝

t

、

、

、

、

」
〆

噂
、

誕

，

一183一

　　「「皿　π二「一f
賊

ア
臨

　7　舶’闘副智

7へ
A隠

τ
、

　ττγ　1「ンπ・
1
三
l
l

丁
、
　
『

∴
へ
↑

哩　　　、

げ》噛伽一＿＿㎞，ト，

甲
～
劉

曇
濠

一
議
剃

ご
　『
f
・
∵

　｛

d
　

∴
∵
＼
　

　L之
　気

ヅ7二滋西

～



幽
㍉

ノ

ノ

へヘ

ﾖ調 ゆ，
層

　　　　　　　　　　　　、､究項　目：通信・放送衛星利用の推進
一

、

研究機関紫雲：通信・放送機構 －　　　　　曹

年　度 f

一 昭和54年～平成3年度実績　　　， 平成4年度実績 平成5年度計画
，　　1予算額 最　終　目　標 備　　考
　　　　　　　（千円）

磨@項‘ 190，344，311　　千円 285・，130　　千円 0　　千円

1　衛星管制センターの整 　　　　卍q星管制センター用地の取得、整備及び衛星 通信衛星3号（CS－3a、3 通信衛星3号（CS－3a、 衛星管制センターの整備を行
備　　　　　　　　・ 管制センター局舎を昭和56年度に完成した。 b）、及び放送衛星3号（BS一 3b）、及び放送衛星3号（B い通信及び放送衛星の位置・姿

また通信衛星2号（CS－2a、2b）及び放 3a、BS－3b）の運用業務を S－3a、BS－3b）の運用 勢等を制御する。
送衛星2号（BS－2a、2b）の管制施設の 引き続き行った。 業務を引き続き行う。
整備をそれぞれ昭和57年度及び昭和58年度に完
ｬした。通信衛星運用業務は昭和58年度から開

”　　　　　　　｝
、

始し、昭和63年からは通信衛星3号（CS－3
aぐ3b）の運用業務を開始した。放送衛星運
pは昭和59年度から開始し、平成2年11月かち

L

は放送衛星3号a（BS－3a）を又、平成3
鴨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノN10月からは放送衛星3号b（BS－3b）の
^用業務を開始した。通信及び放送衛星の2号 1　　　　　　　　　「

ブ 系から3号系への移行に伴う衛星管制センター
の整備は、昭和61年度に管制設備（Cバンドプ
の改修、昭和62年度に管制整備（Sバンド、測
距、測角設備、TT＆Cベースバンド設備等）
の改修、昭和63年度にBS管制ソフトの開発ぐ
平成元年度から3年度にかけてBS－3用管制

6

設備への改修を実施した。　　　　　　・

2　放送衛星2号の打上げ 放送衛星2号（BS－2a、2b）の打上げ なし。 なし。 放送衛星2号（BS－2a、 終了

をNHKから受託し、その実施を宇宙開発事業 2b）を他に委託して打上げ、
団へ委託した。、 同衛星を用いて無線局を開設す
BS－2aは昭和59年4月から平成元年4月 る者に利用させる。
まで、BS、一2bは昭和61年7月から平成3年
10月までNHKの利用に供した。・

蟹

3　通信衛星3号の打上げ 通信衛星3号（℃S－3a、13b）の打上げ 通信衛星3号（CS－3a、3 通信衛星3号（CS－3a、 通信衛星3号（CS－3a、
｝ をNTT等から受託し、その実施を宇宙開発事 b）を引き続きユーザの利用に供 3b）を引き続きユーザの利用 3b）を他に委託して打上げ、

η 是業団へ委託した。 した。 に供する。 同衛星を用いて無線局を開設す
’

CS－3aは昭和63年5月から、CS－3b ’ る者に利用させる。
と　　　　戸 は同63年12月からユーザの利用に供した。

4　放送衛星3号の打上げ 放送衛星3号（BS－3a、3b）の打上げ 放送衛星3号（BS－3a、3 放送衛星3号（BS－3a、 放送衛星3号（BS－3a、
をNHK等から受託し、昭和63年度から機構に b）を引き続きユーザの利用に供 3b）を引き続きユーザの利用 3b）を他に委託して打上げ、
対する産投出資分を含め、その実施を宇宙開発 した。 に供する。 同衛星を用いて無線局を開設す

イ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　τ 事業団へ委託した。

@BS－3aは平成2年11月から、BS－3b
、

る者に利用させる。

1

は平成3年10月からユーザの利用に供した。
｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　簡

一185一
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研究項　目：国内衛星通信方式の研究開発

研究機関名四：日本電信電話株式会社

　　　　年　度

¥算額

～宰成3年度実績　　　　　－　　　，

平成4年度実績
　　　　　L

ｽ成5年度計画 最　終　　目　標 1　備　　　　考

　　　　　　　（千円）

磨@項 辱

‘

i）通信方式　　　　　　　　　場 　CS「3およびKuバンド衛星
�?pする各種シングルビーム衛

　CS－3およびKuバンド衛
ｯを利用する各種シングルビー

　N－STARを利用する各種
Vングルビーム衛星通信方式並

　国内通信に適した衛星通信方式
�J発する。

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、 星通信方式並びに将来のマルチビ ム衛星通信方式並びにマルチビ びにマルチビーム衛星通信方式
一ム衛星通信方式、移動体衛星通 一ム衛星通信方式の研究開発を の研究開発を行う。

噌 信方式の研究開発を行った。 行った。
、

　　　　　曳m また移動体衛星通信方式につい
ては、昭和62年度～63年度にET
S－V／EMSS実験を行い、所

辱
期の目的を達成した。

尋

ii）地　球　局 ．CS－3およびKuバンド衛星
�?pする各種シングルビーム衛

　CS－3およびKuバンド衛
ｯを利用する各種シングルビー

　N－STARを利用する各種
Vングルビ∴ム衛星通信方式並

星通信方式並びに将来のマルチビ ム衛星通信方式並びに将来のマ びにマルチビーム衛星通信方式
一ム衛星通信方式、移動体衛星通 ルチビーム衛星通信方式に対応 に対応する地球局装置の研究開

ノ 信方式に対応する地球局装置の研 する地球局装置の研究開発を行 発を行う。
究開発を行った。 つた。

㌃

、

iii）衛　　星 　CS二3等を使って提供してい
體d気通信サービスを継承し’さら

　CS－3等を使って提供して
｢る電気通信サービスを継承し

　CS－3等を使って提供して
｢る電気通信サービスを継承し

　　　　、

に発展させるため、次期通信衛星
m－STARの開発を平成3年度
謔闃J始した。〃
@マルチビームの固定・移動体通

さらに発展させるため、次期通
M衛星N－STARの開発を継
ｱした。
@マルチビームの固定・移動体

さらに発展させるため、次期通
M衛星N－STARの開発を継
ｱする。
@マルチビームの固定・移動体

卿

信衛星に搭載する通信機器の研究 通信衛星に搭載する通信機器の 通信衛星に搭載する通信機器の
開発を行った。 研究開発を行った。 研究開発を行う6 ■

ム

ETS一～πに搭載するマルチビ ETS－VIに搭載するマルチ ETS－Wに搭載するマルチ

　　　　　　　　ρ
一ムの固定・移動体衛星通信用実
ｱ機器の試験評価を行った。阿

ビームの固定・移動体衛星通信
p実験機器の試験評価を行った

ビームの固定・移動体衛星通信
p実験機器の試験評価を継続す
驕B

iv）電波伝搬　・ 準ミリ波帯における降雨減衰・ 、　　　　　　　　⊃

交差偏波特性の測定及び測定デー

、

タについて解析を行った。
τ

｝

レ　　　　　　　　　　　　’
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研究題 目：国際衛星通信システムに関する研究　　（1／6）

研究機関名等：KDD研究所
ρ

年　度　　　　f

～平成3年度実績 平成4年度実績 平成5唱年度計画
一予算額 最　　終　　目　標 備　　　　考

　　　　　　　（千円）

磨@項 8，000，900 3　3　1，　0　0　0　　　　　　　　、 295，000
‘

（1）ビーム偏移地球局アンテナの （1）低軌道周回移動衛星通信用 （1）ユーザ地球局用アンテナの 国際通信需要の増大、顧客ニー
開発 地球局アンテナの検討 の検討 ズの高度化・多様化に対応可能な
（2）VSAT用高性能アンテナの （2）’低軌道周回衛星通信システ （2）低軌道周回衛星通信システ 移動通信を含めた国際通信システ

　　ρ
V

　開発、実用化
i3）海事衛星通信船舶用小型アン

　ムに関する伝搬の解明一（3）連続復号型逐次復号誤り訂 　ムに関する伝搬の検討
i3）C帯TVRO用干渉波抑圧

ムおよびそれに係わる技術につい
ﾄの研究開発を行う。

卜

　テナの開発　－（4）移動衛星通信（航空、海事） 　正装置の簡略化とその実用化
i4）C帯TVRO用干渉波抑圧

　装置の検討
i4）ディジタルSNG伝送方式

における海面反射フェージング 装置の検討 の検討
特性の解明、フェージングシミ （5）ディジタルSNG伝送方式 （5）USATシステムの検討

一 　ユレータの開発　　、（5）干渉波抑圧、送信電力制御等 　の基本検討
i6）高能率通信方式評価機能を

（6）衛星パーソナル通信システ
@ムの検討

’

、
ヌ の伝送技術の開発 もつディジタル衛星回線評価 （7）非静止衛衛星を用いた移動

（6）降雨による伝搬特性推定法の プログラムの開発 体衛星通信システムの検討
確立 （7）衛星パーソナル通信システ （8）スペクトル拡散を用いた移

へ （7）インマルサット将来衛星に適 ムの検討　　’ 動体衛星通信に関する検討
した帯域幅可変SAWフィルタ （8）移動体衛星通信に適した伝
の試作 送方式の検討（高能率符号化
（8）低C／Nで動作する低速ディ 変復調方式）　　　　・
ジタル変復調器の試作 （9）スペクトル拡散を用いた移

，
（9）連続復号型逐次復号誤り訂正 移動体衛星通信に関する検討 ノ

”

装置の簡単化と実用化
馬

（10）TDMA／DS・1方式の検
討・開発
（11）TDMA用干渉波低減装置

一

の開発・

（12）IBS用DA／TDMA方 亀

式の検討・朋発
’ （13）．Ku帯小型地球局衛星通信

一

　　　　　／

b　　’

・システムの開発
i14）高能率通信方式評価機能を

h

持つディジタル衛星回線評価プ
ログラムの開発

、

（15）ディジタル海事衛星通信用
@船舶地球局の開発

「

気 （16）高能率音声符号化方式の開
@発

r （17）衛星パーソナル通信の基本
γ 検討
（18）GPS衛星を翔いた測位方
式の開発・ ’ 転

一187一
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研究題目：国際衛星通信システムに関する研究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
／
6
）
r

研究機関減等：KDD研究所 理

年　度
．～ ｽ成3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画 最：　終　　目　標 ，備　　　　考

予算額
　　　　　　　（千円）

磨@項

（1）

A

（1）衛星通信、地上中継用低サイ
@ドロープアンテナの開発実用化
i2）ビーム偏移地球局アンテナの

@開発
i3）VSAT用高性能アンテナの
@開発、実用化
i4）衛星搭載用成形ビームアンチ

（1）マルチビームVSATアン
@テナの基本検討　，
i2）大電力送信機用高耐電力フ
@ィルタの検討　　　・

（1）マルチビームVSATアン
@テナの検討
i2）ユーザ地球局用アンテナの
@の検討

　各種の無線通信、衛星通信シス
eムに適用可能なアンテナを開発
ｷること目的とし、より経済的で
pｫ能な地球局アンテナ、衛星ア
塔eナおよびユーザ地球局アンテ
iの開発、研究を行い、併せて関
A周辺技術の確立を図る。

’

、　　　　　ン

　ナ設計法の確立
i5）任意Sの形のファンビームを
@生成する鏡面修整技術の確立と

‘

、そのソフトウェア化

テ （6）海事衛星通信船舶用小型アン
テナの開発

5

（7）マルチビーム地球局アンテナ
ナ 　の実用化

i8）海事アンテナの実用化の検
討 r

じ

侮

‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

炉

占

’ 竃 覧
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研究’題 目：国際衛星通信システムに関す研究　　（3／6）

研究機関名等：KDD研究所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
度
｝

～平成3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画
・　　　　予算額 最　　終　　目　標 備　　　　考
　　　　　　　（千円）

磨@項 ド

書

（1）移動衛星通信（航空、海事） （1）インテリジェント通信装置 （1）適応型無線インターフェー 衛星通信における各種伝搬特性
（2） における海面反射フェージング ・に関する検討 に関する基礎検討 の解明や、伝搬特性推定法の確立

特性の解明と、その抑圧方式の （2）低軌道周回衛星通信システ （2）陸上移動衛星通信における を行うとともに、これらの成果を
電 開発 ムに関する伝搬の検討 伝搬特性に関する検討 反映した無線伝送路の有効伝送技

（2）アメダスデータの利用、年毎 （3）低軌道周回衛星通信システ 術の開発を行う。

波
のばらつきの表現等の、新しい
¥想に基づく伝搬推定法の確立

「

ムに関する伝搬の検討

（3）IBS用干渉波抑圧装置の開 量

発
、

伝 （4）降雨による伝搬特性推定法の 》

確立　¶

，　　　　　　条
@　　搬

（5）シンチレーション等伝搬特性
@の解明
i6）干渉波抑圧、送信電力制御等
電波の有効伝送技術の開発
（7）移動衛星通信用フェージング

・

ノ
　シミュレータの開発
i8）アメダスデータ使用による
On－Board　Resource　Sharingの
開発　　　　　P’

、
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　　　　　　　　　　　”､究題’目：国際衛星通信システムに関する研究 （4／6）

研究機関名言：KDD研究所

　　　　年　度

¥算額
～平成3年度実績

　　　　　　　　　　一
ｽ成4年度実績 平成5年度計画 最　　終　　目　標 1　備　　　　考

（千円）

事　項
へ

」　　　　　　（3）

@　　　　　衛

@　　　　　星　　、

@　　　　　通

（1）インマルサット将来衛星に適
@した帯域幅可変SAWフィルタ
@の試作
i2）低C／Nで動作する低速ディ
@ジタル変復調器の試作
i3）連続復号型逐次復号誤り訂正
@装置の試作
i4）重畳変調を用いた送信電力制

（1）苛酷な伝送条件下において
@動作する低・中速度全ディタ
@ル復調器の試作
i2）連続復号型逐次復号誤り訂
@正装置の簡単化と実用化
i3）C帯TVRO用干渉波抑圧
@装置の検討
i4）SS／FDMA方式用25

（1）より苛酷な伝送条件下にお
@いて動作する低・中速度全デ
@ィジタル復調器の評価
i2）C帯TVRO用干渉減抑圧
@装置の検討
i3）キャリア周波数オフセット
@スペクトラム拡散多元接続方
@式の検討

　衛星通信の高性能化と高能率化
�ﾟざして地球局装置の開発およ
ﾑ衛星内装置の諸技術の研究を行
､。

御装置の評価 OMHz帯域幅可変SAWフ
信 （5）相関値パターン検出法を用い イルタの開発

たSAWユニークワード検出器
’

装＼ の試作　　　　　　　L
（6）苛酷な伝送条件下においても

置 動作する低8中速度変復調方式
の検討

’ （7）直接再生を用いた衛星通信シ
ステムに関する検討
（8）VSATシステムにおけるセ 1

キュリティ方式の検討
（9）TDMA用干渉波低減装置の

、 開発
，

、 ア

A
r〆

ご

n

「　　　　　　　　　　　、
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研究題 目：国際衛星通信システムに関する研究　（5／6）

研究機関三等：KDD研究所’

、　　　年　度

～平成3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画
予算額 最：　終　　目　標 備　　　　考

　　　　　　　（千円）
磨@項　瓠

‘

（1）TDMA／DSI方式の検討 （1）ディジタルSNG伝送方式 （1）ディジタルSNG伝送方式 衛星通信回線を広帯域化、高能
開発 の検討〆 の検討 率化するための通信方式、および

（4） （2）IBS用DA／TDMA方式 （2）衛星内再生中継によるディ （2）USATシステムにおける 超小型地球局を用いて比較的低速
の検討・開発 ジタルTV伝送に関する検：討 伝送方式に関する検討 のディジタル回線を提供する国際

衛 （3）Ku帯小型地球局衛星通信シ （3）SS／FDMA多ビーム衛 ビジネス衛星通信システム、また
ステムの開発と衛星実験による 星ネットワークの最適設計手

→ それに用いる各種通信方式の開発
星 特性評価 法の確立 ・研究を行ケ。

（4）SS／TDMA回線割当てプ （4）高能率通信方式評価機能を 旨

通 ログラムの改良　　　　　’ 持つディジタル衛星回線評価 ，

（5）ディジタル衛星回線評価プロ プログラムの開発
信　　評 グラムの高能率化

（6）畳み込み符号の構成と復号ア
方 ルゴリズムの検討

（7）通信／測位統合衛星システム
式 の基本検討

（8）キャリア割当てアルゴリズム
@の改良とその並列処理プロセッ　サの実装

，

（9）衛星内再生中継によるディジ
タルTV伝送に関する検討

監 （10）高能率通信方式評価機能ID 」

ディジタル衛星回線評価プログ

〆　　　　　　　　　ノ
　ラムの開発（11）VSATシステムにおける

、

ノ

セキュリティ方式の検討
■

r

’

r

’

w　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聖 、

」

蚕

虎

3

！

を
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等
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柵究題目：国際衛星通信システムに関する研究 （6／6）
L

」

研究機関名等：KDD研究所　　　　　　　　　　　　　｝

　　　　年　度

¥算額
～平成3・年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画 最　　終　　目　標 1　備　　　　考

、　　　　（千円）

事　項
一

　　　　　（5）

E　　　　　移
@　　　　　動
@　　　　　体
@　　　　　衛
@　　　　　星

（1）ディジタル海事衛星通信用船
葡n球局の開発
i2）実験用ディジタル移動衛星（
@海事、航空）システムの衛星通
@信実験　　η
i3）ディジタル海事衛星通信シス
@テムに適した16Kbit／s　APC－hlLQ

@音声符号化方式の開発
i4）航空衛星通信に適した9．6Kbi

（1）衛星パーソナル通信システ
@ムの検討
i2）衛星ページング方式の検討
i3）衛星／陸上通信測位方式の

@検討
i4）移動体衛星通信に適した伝
@送方式の検討（高能率符号化　変復調方式）（5）スペクトル拡散を用いた移

（1）衛星パーソナル通信システ
@ムの検討
i2）陸上／衛星統合移動通信方
@式の検討
i3）移動体衛星通信に適した伝
@送方式の検討（高能率符号化
@変復調方式）
i4）スペクトル拡散を用いた移
@動体衛星通信に関する検討

　顧客ニーズの多様化に応え得る
ﾚ動体衛星通信システムを実現す
驍ｽめに必要となる諸技術及び装
u面からの研究開発を行う。

通 t／sAPC－MLQ音声コーデックの 動体衛星通信に関する検討

信
方

　開発
i5）ディジタル海事・航空衛星通

式 信システム（特にインマルサッ
ト標準B／M及び航空通信シス
テム）の実用化の技術検討
（6）GPS衛星を用いた測位方式
の開発　「　　’

需 （7）衛星パーソナル通信の基本検
討・
（8）移動体衛星通信用モデムの検

@討
1

ヨ

、

冒

　　　｝
g

可

1　　、

r

’ 4

、

」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卜
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研究項目：放送衛星に関する研究開発 （1／4） 1

’

｝

研究機関三等：日本放送協会 』

ビ

陰

・　　　年度

～平成　3　年．度実績 平成4年度実績 平成5年度計画
予算額 ’ 最：終　目　標 備　　考

（千円）、
’

事項
1　1㌧　75　2，　1　46　　　　　　　　．

627，515 755，260
ヒ

衛星放送方式の研究 （1）衛星放送基本システムの検討として （1）放送衛星システムとして、 （1）衛星放送システムとして、 衛星放送の持つ多くの機能を
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

・12GH、帯周波数計画の検討 ・21GH、帯の衛星システム周波 ・21Gliz帯の周波数有効利用の 積極的に活用し、国民生活の向
一 　　「

EWARC－BSへの寄与 数プランニングの検討。 検討。 上等に役立てるため、経済性に
　　　　’E伝送方式の検討 ・1．5GH，～2．5GH，帯の移動 ・地上システムとの補完を考慮 優れ、信頼性が高く、かつ長寿

等を行った。 体向け衛星音声放送システム した1．5～2．6GHz帯の移動体 命の放送衛星の実現に向けて研
ヒ 　　　　　　　’Cの検討および衛星ハードの実 向け衛星音声放送システムの 究開発を推進するとともに、将

匙

（2）放送衛星に必要な要素技術としてぐ ．現性の検討などを行った。 検討などを行う。　　噂 来の放送衛星システムの基本的
「び一 ・姿勢系、熱制御系の研究 な検討を行う。

・14GH、及び17GH、，フィーダリンクの （2）衛星を利用した新放送方式と （2）衛星を利用した新放送方式と

プラン化のための技術検討 して して

：・WARC－ORBへの寄与 ・ディジタル衛星放送の変調パ ・BSの1チャンネルを用いた統

等を行った。 ラメータや混信保護比等の検： 合ディジタル放送についての

討・統合ディジタル放送（ISD 方式検討をさらに進める。
配

（3）標準テレビの映像・音声伝送方式の B）についての伝送方式検討。 ・21GHz帯衛星放送の伝送方式

開発および実験を行い、方式の策定に に関し、COHETSを利用した実

［寄与した。また衛星テレビの有料方式 ・BSデータチャンネルを利用す 験について検討を進める。

およびデータチ，ヤンネル伝送方式の研 る各種サービスの技術方式， ・CSでのデータチャンネルの利

究開発を行い、技術、基準の策定にも 卜　多重統合化等の検討等を行っ 用を中心に各種サービスの技
、

寄与した。 た。 術方式、多重統合一等の検討
、

を行う。
星

（4）実験用放送衛星（BS）により高精細 （3）衛星技術に関する郵政省研究 、

’

　テレビジョン’（以下ハイビジョンと呼‘　ぷ）、静止画放送などの伝送実験を含 　会、およびCCIR，　EBU等の国際会㌔議に参加し、報告書、資料作成

、
♂

め、各種実験を行った。　　　　　， 等の作業に寄与した。

・（5）BS－2の性能評価を実施し、BS

一3の基本要求等の検討およびシステ

1 ム試験評価などを行うとともに将来の
胤

一

放送衛星システムの概念検討を行っ元
プ

ぜ

　　　　戸k

， “

∫
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研究項目：放送衛星に関する研究開発 （2／4）

戸

研究機関名等：日本放送協会
ノ

年度
～平成　3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画

’

予算額
最　終　目　標 備　　　考

（千円）

事項　　・

（6）衛星を利用した新放送方式の研究とし ρ

r

て、

・ディジタル衛星放送の伝送条件の実験

・専用波音声PCM放送の伝送実験
、

自 ・統合ディジタル放送の一環としてのP

CM音声方式の基礎実験
・データチャンネル多重の統合鋭利用方

匹

式を検討及び基礎実験 一

等を行った。

（7）ハイビジョンについて、MUSE方式、　MU
「

SE方式のデータチャンネル伝送方式お 鬼

り よび有料方式を開発し、衛星伝送方式

の国内規格の作成に寄与した。またハ

イビジョンMUSE方式による定時衛星実

験放送を行い、終了した。なお、引き

続き定時試験放送が行われている。
「

（8）22GHz帯衛星放送の伝送方法に関して

、技術的条件の検討を行った。

（9）通信衛星を利用した12．5GHz～12．75G

Hz帯衛星伝送方式（PCM音声）の電通
曳

T

　一ｧ

一　技審答申に寄与した。　　　　曹

F

（10）新しい放送技術のための実験として、
～

’・ 咜欄d波による受信品質評価、受信機
～

機能の確認の実験、

’・宇宙局・地球局を利用した技術実験、

等を行った。　　　　　　　　　， ノ

∫

馬ノ 御記3 矯

、

研究項目：放送衛星に関する研究開発 （3／4）

レ

研究機関名酒：日本放送協会
’

年度
L

耽

～　平成　3　年　度　実　績 平成　4年度実績 平　成　5　年　度　計　画

予算額 し 最終目標 備　　考
ト

　　　　　　　（千円）

冷
り

！

電波伝搬の研究 ラジオメータ観測及び放送衛星波の測定 これまでの検討結果を基礎にして、その 電波の有効利用に必要な伝搬特性の検討

により、12GHz、22GHz、42GHz帯の降雨 有効利用に必要な伝搬特性の検討を進め を引き続き進める。
」

減衰と大気吸収特性の解析及びそれらの推 た。

定法の検討を進め、CCIRに寄与した。
ち　　　　　　　　　　　　　　　　軍

衛星搭載機器の研究開発 放送衛星搭載用TWT、アンテナなどの （1）高信頼、長寿命、小型軽量のインチ （1）放射電力可変型21GHz帯放送衛星中
」P

研究開発を行うとともに、その成果を実用 継器の研究開発を行う。

衛星の設計に反映した。 の12GHzTWTの研究開発を行った。 また2．5GHz帯ディジタル音声放送用

・12GHz　100W～200Wのヘリックス型TW 中継器の調査研究を行う。
「 T及び22GHz　200W結合空胴型TWT並 （2）22GHz帯200W　TWTAの開発について

びに各TWT電源の研究開発を行った 宇宙通信基礎技術研究所と共同研究 （2）高効率、小型軽量の伝導冷却型21GH
〆 ・12GIIz　200W及び22GHz　100W中継器の研 を継続した。 zTWTの研究開発を行う。

究開発を行った。

・12GHz鏡面修整型成形ビームアンテナ （3）12／17GHz帯共用の鏡面修整成形ピー （3）22GHz帯200W　TWTAの開発について、

を研究開発した。 ムアンテナの開発を行った。 宇宙通信基礎技術研究所と共同研究
ノ

‘楕円コルゲートホーンの解析と実験を を継続する。

行った。 （4）放射電力可変型21GHz帯放送衛星中
〆 ・低損失電力合成器並びに12GHz　40W及 継器および空間合成アンテナの研究 （4）放射電力可変型21GHz帯放送衛星搭

　　、　　　　∫
早@・ ・び50WFET電力増幅器の研究開発を行っ 開発を行った。 三三空間合成アンテナの研究開発を

’

　　　　　　　　　　　‘M　た。
評

行う。
、

噸

・12GHz’4および8チャンネルめ入力源 憎

！

び出力マルチプレクサーの研究開発、
「　　　　　　、

ならびに22GHzマルチプレクサーの研 噌

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

究を行った。　　　　　　　　　・
ヨ

聖

、 叫

戸

一

’
’

一

’

ρ

ゐ　　　辱
津　　8

’
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研究項目：放送衛星に関する研究開発 （4／4）

研究機関留男：日本放送協会

　　　　　　　　　年度

^

～　平　成　6　年　度　実　績 平成4年度実績 平成5年度計画
　　　　・　　　　　　　　　　　　’

ﾅ　終　　目　標 備　　考
予算額

、

’

　　　　　　　（千円）

衛星放送受信装置及び地

緕{設の研究開発

（1）小型、高性能かつ低廉化を目指し

@て12GHz帯及び22GHz帯低雑音受信

（1）12GHz帯アクティブ平面アン

@　テナの高性能化の研究を行っ

（D航空機搭載用BS移動受信装置

@　の開発研究を継続して行う。

機を開発し、12GHz帯受信機につい

ﾄは規格統一と測定法の標準化を行

た。

（2）ポータブルディジタルSNG装

つた。また、42GHz帯低雑音ダウン ’（2）航空機搭載用BS移動受信装置 置の開発研究を継続して行う

コンバータの研究を行った。 の研究開発を行った。

許　　馳 　　　　「u
L

「 （2）受信アンテナの高性能化をめざし （3）ポータブルディジタルSNG用

， て　　　　　｝ 平面アンテナ、MSK変復調器、

・測定法基準の策定
小型送信機の研究を行った。　　　　　　’

一

・衛星電波を用いだアシテナ利得、

卜 G／T測定装置の開発、実用化
・12GHz平面アンテナの効率改善と

貫

実用化
L

“ （3）ビーム制御アンテナの研究開発を
、

行い、バス用及び小型乗用車用BS． 、

㌦移動受信装置を開発した。
，

げ　　　　駈

1　　　　　　　　　　　　　　1　　　　ト （4）14GHz可搬型アップリンク用150W 　　　　　　　　　　　　し　　ト
P

F FET増幅器を開発した。
h †

（5）ポータブルディジタルSNGシステ 」、、

　1u ム及びシステム実現のためのMSK
㍉

変復調器丸平面アンテナおよび小　　　　　　「

ド

型送信機の研究を行った。
｛

←　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
帽

　　　凸@　　　　　　　　　レq星運用技術の研究開発 衛星運用技術の調査、研究を行った 衛星運用技術の調査、研究を行っ 衛星運用技術の調査、研究を継続

5 た。 する。
ひ

げ　　　　　　　　門

“

飯、
〆一夢 沸〆一丁

」
礪
「
・

　
凶
獅

噛　　　　　　　、

研究項 目：BSマ3の開発及び衛星放送システムの研究
～

　　曇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

､究機関名臣：日本衛星放送株式会社，
▼

；

‘ 一

年’度 、
、

平成3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画
予算額 最　　終　　目　標 備　　　　考

’

　　　　　　　（千円）

磨@項 1，8’T0，000 ．　　　　5，000 23，0001

「

i 平成2年度に引続き、BS－3 平成3年度に引続き、広帯域 平成4年度に引続き、広帯域 BS－3を使用する実用衛星放
のシステム試験立会い等を通じて 中継器を用いた伝送実験及び運 中継器を用いた伝送実験及び17 送システムを開発する。
　4aS－3の製作の審査に参画する 用技術向上の為の調査・研究を GHZ帯アップリンクの調査・研
とともに｛広帯域中継器を用いた 行った。 究を行う。
伝送実験を行った。 また、BS－3軌道上データ 丁

u　　　　塞 の解析・評価を行う。
「
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研究項　目：静止プラットフォーム型通信・放送衛星技術の研究開発　　　　　　　　　　　　　　　　1

､究機関名等：株式会社宇宙通信基礎技術研究所

1

　　　　　　　　年　度

@　　　予算額
@　　　　　　（千円）

磨@項

E　～　平　成　3　年　度　実　績

平成4年度実績 平成5年度計画 最　終　目　標　　　　　　　　　　ヌ 備　　　考

1，779，796 432，107 443，000

1陸上移動体

q星通信

@　1

大型アンテナの
､究開発

・概念検討用モックアップモデル＊1を
詩?ｵ、構造様式の検討を行った。・上記結果に基づき、電気性能確認用の

＜bシュ鏡面縮小モデルを試作し、設
vの妥当性を確認した。
ﾜた、機械性能確認用のマルチモジュール部分展開鏡面モデルを試作した。・温度試作評価モデルを用いて、高温／

瘟ｷ時の変形量を評価した。・鏡面1／5スケールモデルおよび一次放、

ﾋ器の試作を行った。　　「

・2mφアンテナ鏡面スケール
cfル＊2と周波数再利用型一
泄厲ﾋ器を組み合わせ、電気
�m認した。・6mφアンデナ鏡面スケール＊3を用い、展開機能試験を実

{した。

・6mφアンテナ鏡面スケール
cfル＊2を用いて、電気性能
詞ｱを行う。・2mφアンテナ鏡面スケール

cfル＊3の展開試験を行う。
@（微小重力下）

・周波数再利用化を図った直径
R0m級のマルチビーム大型展
Jアンテナに関する基礎技術
ﾌ確立。

＊1基本構造検討
pモックァップ
魔Rヘキサリン外ラス型

i六角柱を基本周
厓¥造とする展開
`式）＊3テトラス型（三角

撃�軏{周期構造
ﾆする展開形式）

固体化電力増幅
墲ﾌ研究開発

@　　唖

，・ J発要求項目の抽出、開発目標設定等
@基礎的な設計を実施した。・上記結果に基づき、電気性能に関する

@基本設計を行い、第一次試験により設
@計の妥当性を確認した。　、・第二次試験では、高性能化と耐宇宙環

@境化のための要素技痢の試作を進めて
@来た。

・前年度までの試作結果に基づ
ｫ、100W級総合増幅器率4を
詩?ｵ、基本性能を確認した
B

・耐宇宙環境試験を含めた総合
詞ｱを行い、設計技術を確認
ｷる。

・多チャンネルを共通増幅可能
ﾈ100W以上の固体化電力増幅
墲ﾌ基礎技術の確立
@（効率＝40％以上）

＊4周波数はL帯
ﾆS帯の2種類

Lミ　リ　波

pーソナル

q：星通信

ミリ波送受信機
ﾌ研究開発

・開発要求項目の抽出、開発目標設定等・基礎的な設計を実施した。・上記結果に基づき、第一次試作＊5を

@行い、設計の妥当性を確認した。・第二次試作に移行し、送信機用TWTAの

@改良を図ると共に、’低雑音増幅器の高　性能化を達成し、更に低位相雑音発信

@器を試作した。

・高効率を達成するための遅延
�H用材料、コレクタ構造の
ｩ直しを行い、試作に反映し
ｽ。・50GHz帯低雑音受信器を試作

@した。

・耐宇宙環：境試験を含めた総合
詞ｱを行い、設計技術を確認
ｷる。

@「

・40GIIz帯30W　TWTAの基礎技術
ﾌ確立（効率：30％以上）・50GHz帯高感度受信機の基礎

Z術の確立（NF：3dB以下）・ミリ波帯低位相雑音発振器の

賰b技術の確立

＊550GHz帯低雑
ｹ増幅器と40GIIz
ﾑTWTA
ｱれまでに開発し
ｽ技術の成果の一
狽ﾍCOHETS計画に
ｽ映されている。

衛星内交換機の
､究開発

・交換機システムの概念検討並びに基礎
Iな設計を実施した。・第一次試作品＊6を行い、基本的な機’能・性能を確認した。・アドレスゲートスイッチS響の小型化を

}った。・回線接続制卸こついてハードウェアの

詩?ﾆソフトウェアの検討を行った。

・回線接続制御ソフ下ウェアの

@試作を行った。　　　ト
f・一√ｪ波回路小型化の検討を
@行った。

@　　ζ

@　　　　書

・回線制御系の品質評価試験を
�sう。・分波回路の小型化を図る。

・衛星内ベースバンド交換機の
賰b技術の確立
i入出力規模：
@　3，000x3，000　ch．程度）　　　　　　　　　＼

＊6復調器、スイ
bチ回路等の機能
ｫ能の評価モデル

　’

Q2GHz帯
q
星
放
送
：
r

22GHz帯送信機
ﾌ研究開発

・開発要求項目の抽出、開発目標設定等
賰b的な検討を実施した。・第一次試作により、基本性能を確認し

@た。・第二次試作として目標を見直し、TWT

@および電源部の一部を試作した。

・高効率を達成するための遅波
�H、コレクタ構造見直しを行い
@、TWT最：終試作を行った。・TWT及び電源部を組み合わせ

@、TWTAとしてのインターフェース確認

@試験を行った。

・TWTAの耐宇宙環境試験を含め
ｽ総合試験を行う。

@　　　　　　　　　、
@　　　　　　　　　　　　〆

・22GHz帯300W級TWTAの基
b技術の確立
@（効率：40％以上）

　これまでに開発
ｵた技術成果の一
狽ﾍCOム｛ETS計画に
ｽ映されている。

、 歯
’

「、欄ρ 畔ゆ

vp／ V囲 既に打ち上げられた人工衛星の概要
首

）
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1　宇宙開発事業団

（1）技術試験衛星一1型「きく」ETS－I

　　l．打上げ日時　　　　1975年9月9日　　14時30分

　ii．打上げロケット　　　N－1ロケット1号機（NlF）

　iii．打上げ後の履歴　　　、　　　一　　　　　　　7・

、

1975年9月9日ッ9月10日

・1975年，9月11日

　　　　　　　　、　P／
1975年9月12日～12月9日

1979年5月11日

1981年5月1日

1982年3月1日

1982年4月28日

（2）電離層観測衛星「うめ」

　i．打上げ印時
　ii．打上げロケット

　iii．打上げ後の履歴

　　　　1976年2月29日

1976年3月1日

a
b
C
a
b
a

　ションを達成した。

b．

　数測定方式による埠跡と併行して距離及び距離変化率測定方式により追跡実験を行い・追跡技術の確認を行った。

　第IS，229周回までの観測において、一部発生脳力の低下がみられたが、テレメータは正常に動作している。

、第28，026周回までの観測において、引続き電力低下の状態にあるが、テレメータは正常に動作している。

　電力低下のため（推定原因）、テレメータデータは取得できない状態である。

　停些した。　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　’

　　｝

N－1ロケットの飛行中、衛星は正常に動作するとともに、分離時のニューテーションダンパも順調に動作した。

この間、衛星が受ける振動、温度及び姿勢の変化等、打上げ時の環境の測定を行い、データを取得した。

軌道投入後における各機器の動作特性及び温度状態も正常であった。

第28周回において、伸展アンテナの伸展実験を実施した。結果は良好であった。

衛星の姿勢・スピン系、太陽電池出力等ミ伸展アンテナが衛星に与える影響を測定した・　　　　　　’

打上げ後1週間の初期段階及びその後の定常段階における衛星の動作特性、電力収支、温度の推移、姿勢、スピン率の変化等は順調であり・3ヵ月のミッ

衛星のハウスキーピングデータ（電圧、電流及び温度状態）及び姿勢データを取得し、衛星の運用技術を確認す：るとともに、角度測定、併用ドップラ周波

ISS．

1976年2月29日　　12時30分　　’

N－1ロケット2号：機（N2F）

1976年3月3日～3月30日

1976年3月31日～4月2日

a．　ロケット飛行中、衛星分離時及び軌道投入後のいずれの段階においても、衛星は全て順調に動作した。

．b．衛星の動作状況、温度変化及び姿勢の測定を行い、データを取得した。

a．第14周回においてブームの展開を実施し、その後、第27周忌において観測用アンテナの伸展を実施した。両方とも結果は良好であった。

b，衛星の姿勢、スピン率、太陽電池出力率、ブーム及び観測用アンテナが衛星に与える影響を測定した。

　電波雑音観測装置、プラズマ測定器及び電離層観測装置の動作点検を順次実施し、これに引き続きこれら観測機器の組合せの動作点検を実施し、全て正常で

　　あることを確認した。　曜　　　　　　　’

　　第429周回において・バッテリー温度の上昇が認められた。その後窄448周回において何らかの原因によりバッテリー温度が異常に上昇し・第449周回以降
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1976年4月3日～7月28日

は、電波が途絶した。

7月28日の第2057周回まで、衛星電波の受信に努力を払ったが、衛星の機能回復は得られなかったため、同日追跡を打ち切った。

（3）技術試験衛星II型「きく2号」ETS－II

．i．打上、げ日時

ii．打上げロケット

iii．打上げ後の履歴

1977年2月23日　　17時50分

N－1ロケット3号機（N3F）

1977年2月23・日

1977年2月24日～2月26日

1977年2月27日～3月5日

、1977年、3月’9日～3月11日

1977年3月28a～3月31日

　　　　王977年2月27日～4月12日

　　　　1977年4月11日～4月14日

　　　　1977年4月18日～’5月8日

　　　　1977年5月9日

　　　　1977年8月22月　’　　，

　　　　1990年12月10日～14日
｝　　　　r

　　　　1990年12月14日

ノ

ロケット飛行中、衛星分離時及びトランスファ軌道投入後のいずれの段階においても、衛星は全て順調に動作した。

所要の姿勢変更を行ったのち、2月26回忌ポジモータを点火し、ドリフト軌道に衛星を投入した。

・所要の姿勢変更・軌道制御を行い、3月5日赤道上空東経130度の予定された図上衛星軌道に投入した。

衛星機能確認試験（その1）：搭載機器動作チェック、デスパンアンテナによるバンド回線試験・伝搬実験発振器の動作試験等を実施し、異常のないことを確

認した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

衛星機i能確認試験（その2）：S．X．　K．バンド受信電力及び安定度測定、アンテナパターン測定、アンテナ指向バイアス量の測定、スピン変調等の測定、

指向方向ジッタの測定士を実施し、異常のないことを確認した。

蝕時動作の監視を実施し、異常のないことを確認した。なお、3月26日、静止衛星軌道投入後、初の姿勢保持のための制御、4月7日最初の軌道保持のための

制御を実施し、ほぼ計画どおりに修正された。

伝搬実験用発振器の連続動作試験を実施した◎

定常脳での運用準備試験を実施した・　・　　　　　　　　r
姿勢保持技術習得、軌道保持技術の習得、デスパンアンテナの制御試験、伝搬実験用発振器の試験等を行う定常段階の作業に移行した。・

定常段階を終了した。なお、衛星は引続き電波伝搬実験に利用されている。

残燃料試験を実施した。

停鎖した。　　　　、　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kr
（4）静止気象衛星「ひまわり」GMS

　　i．打上げ日時　　　1977年7月14回忌　19時30分（JST）

　ii．打上げロケット　　　デルタ2914型ロケット132号機　米国ETR　　　l

’“奄奄堰D打上げ後の履歴

　　　　・1977年7月14日～7月18日　　　a．ロケット飛行中、衛星分離等、ドリフト軌道投入後のいずれの段階においても、衛星は正常に動作した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　b．所要の姿勢変更、軌道制御を行い7月18日、東経140度の赤道上空に静止させることに成功した。

轟3 5’一齧ｲ 縄

1977年7丹19日

1977年11月4日

1977年11月4日

1978年2月6日

1978年3月8日

1978年4月28日

1981年10月10日

1981年12月20日

　　1984年1凋21日

　　1984年1月31日

　　1984年6月30日

．　1984年9月10日

　　1989年5月19日

　　1989年6月30日

ぐ
曳

a．　7月20日、デ：スパンアンテナ駆動時、軸方向加速度計出力からスピン軸に若干のずれがあることが判明したが、これ以外は9月30日までのミッションチ

　　ェックの結果から良好であることが確認された。

b．　9月8日第1回の雲画像の取得が行われた。なお、スピン軸のずれに伴う画像の若干の歪が認められる。

　　定常段階に移行した。、

　VISSR可視センサー＃6に接続されている光電変換回路用高圧回路に不具合が発生した。このため、11月6日より予備系に切り替えて運用を再開した。

　　24時間モードで運用されることとなった。

　　VISSR可視センサー＃6に接続されている光電変換回路用高圧回路に不具合が発生した。運用は予備系に切り替えて行われた。

　　地上設備ソフトウェアの改修が完了し、雲画像の歪は除去できることになった。

　　VISSRエンコーダ主系に不具合が発生し、冗長系に切り替えた。

　　ミッションを達成し、GMS－2・に引継いだ。静止位置は、81年12月19日に東経140度から160度に向けて移動を開始させ、82年1月24日に160度に静止させ

　　た。

　　GMS－2のvISsR駆動系の不具合に伴い、東経140度に向けて移動させるとともに、GMS－2と交替し、定常運用を再開した。

　　東経140度に静止させた。　　　　’

　　GMSのVISSR駆動系の不具合（劣化）により、画像取得が不能となったため、制限付きで、使用可能なGMS－2（冗長系）に引継いだ。

　　東経140度から東経160度に移動。

　　VISSR駆動系以外正常に動作しているが、バッテリー等の劣化が進んでいる。

　　停産した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

（5）実験用中容量通信衛星「さくら」CS

　i．打上げ日時　　1977年12月15日　9時47分（JS！r）

　ii．打上げロケヅト・　　デルタロケット137号機、米国ETR

　“iii．打上げ後の履歴

1977年12月15日

1977年12月16日

1977年12月16日～12月24日

1978年「1月19日　　　　、

1978年2月15日

1978年3月15日　　　浄

1978年5月14日

1978年5月15日　　・

　ロケット／衛星分離以後衛星は正常に動作した。

所要姿勢変更を行ったのちアポジモータに点火し、衛星をドリフト軌道に投入した。ドリフト軌道投入後バス機器のチェックアウトを開始した。

所要の姿勢制御、軌道変更を行い、12月24日、東経135度の赤道上空に静止させることに成功した。

　ミッション機器チェックアウト開始。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆

準ミリ波中継器のうち1系統くF2チャンネル）にスプリアスが生じる不具合が発生した。

同上F6チャンネルの出力が消失した。

衛星のチェックアウトの結果から上記2件の不具合の他は、衛星はほぼ予定どおりの機能・性能を発揮していることを確認した。

定常段階へ移行した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一203一

懸盤：∵ご近1Ll∴L』1三∴二⊥じ二1ご∬二∫こ㌃ll∬コ馬ジ、こ∬二二笠・



二　　　　　　急

　　　　　　　玉

て　　碧／ジ帆㌧’＼・ゴ　　，＿÷∫一／漏∴∴一二∵．擁・♂∴∵1∵㌃∫》・：∫一　」一一∴　　一・∴…

　　　　　　1982年3月31日

’　　　　　1983年8月13日

　　　　　’1983年9月10日

　　　　　　1985年5月18日

　　　　．　1985年11月25日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「204一

　　　　　　軌道傾斜角が0．1度を超えたが、以後南北方向の軌道制御を実施しないこととした。

　　　　　　㍉静止軌道位置を東経135度から東経150度へ移動を開始した6

　　　　　　東経150度に静止化した。

　　　　　　衛星はほぼ正常に動作している。　　　　　　　　・　　　　　　　　、

’　　　　　ミンションを終了し、停回したげ
ノ

（6）電離層観測衛星「うめ2号」ISS－b

i．打上げ日時
ii．打上げロケット

iii．打上げ後の履歴

1978年2月16日

1978年2月16日　　、13時00分

N－1ロケット4号機（N4F）

1978年2月17日～4月23日

　　　「

1978年4月24日

1979年8月15日

1982年5月1日

1983年2月23日

a．ロケット飛行中、衛星分離時及び軌道投入後のいずれの段階においても衛星は正常に動作した。

’b．衛星の動作状態、温度変化及び姿勢の測定を行いデータを取得した。

・a．ブーム展開は正常に行われた。

b．第27周回でステムアンテナの伸展作業を行ったが、テレメータが中断したため作業を一時中止し・再確認を行った結果・アンテナが所定の長さに伸展して

　　ないことが判明した。

　　　第57周回目より伸展作業を再開し、延べ9回にわたり小きざみに実施して2月24日所要の長さに伸展させることに功した。

　c．　ミッション機器（TOP－A）に若干動作不安定の現像はあるが、他は全て正常に動作することを確認し、初期段階を終了した。

　　定常段階た移行した。

　　設計寿命（1年6ヵ月）を満了した。

　　第20，500周回までの観測において、一部発生電力の低下が認められた。

　　発注電力の低下により、運用が困難となったため、停波した。

（7）実験用中型放送衛星「ゆり」BS　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　i．打上げ日時　　　1978年4月8日過　7時01分（JSTγ　　　l

　if．打上げロケット　　デルタロケット140号機、米国ETR　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　iii．打上げ後の履歴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　、

　　　　fg78年4月8日　　　　　　　ロケット飛行中、衛星分離後のいずれの段階においても、衛星は正常に動作した。

1　　1978年4月9日　　　　　　　所要の姿勢変更・軌道制御を行い、アポジモータに点火して、ドリフト軌道に投入された。

　　　　1978年4月10日　　　　　　　太陽電池パネルの展開及び衛星姿勢の三軸制御の確立の操作が行われ、計画値に近い姿勢が得られたことが確認された。

　　　　1978年4月10日～7月19白　　a．　9回の軌道制御により4月26日東経110度の赤道上空に静止させることに成功した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、一、　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぴ豊》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遡ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸㍉塾

1978年7月20日

1979年5月学日

1979年6月12日

1979年6月25日

1979年8月11日

1979年11月3日

　、1979年11月4日

　　1979年11月16日

．　1980年5月1日

　　1980年5月19日～6月17日

1981年5月1日

1982年1月28日

　b．　Sバンド受信機入力切替スイッチに不具合を生じた。　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　、　・　　　・

　c．．南北軌道制御を行った際、三軸姿勢の乱れを生じた。

　d，．　b、cについて検討した結果、　bについてはミッションの遂行に影響を与えるものではないことがわかった。また、　cについては運用手順の修正で対応で

　　　きることがわかった。他は全て正常に動作することを確認し、初期段階を終了した。

　　　定常段階に移行した。　　　　　　　…

　　　西側ヒドラジン・タンク圧力のテレメトリ表示が低下を示す異常が生じ、その後1979年8月11日以後は表示が変動している。これについては運用手順の修

　　　正で対応した。

　　　太陽電池発注電力について予測より低下していることが判明した。これについては負荷の一部を節減することにより、トランスポンダの2系統運用を継続す
な

　　　ることとし、発生電力の季節的低下が見込まれる冬至・夏至の運用についてはさらに検討を継続していくこととした。

　　　B系統トランスポンダ（100w進行波管）の電源が投入できない異常が認められた。トランスポンダを用いる実験は、　A系統のほか冗長系を用いて継続する

　　　こととした。B系統の動作については、今後の実験計画との調整をとって確認していくこととした。

　　　テレメトリ・エンコーダAに不具合が発生した。これは冗長系（テレメトリ・エンコーダB）に切替えて運用は正常に復した。

　　　ピッチ軸ホイールが回転停止し、これに伴って衛星の三軸安定姿勢に乱れを生じた。このためピッチ軸の姿勢保持はスラスタによる自動制御により継続する

　　　こととした。ピッチ軸ホイールは、その後1980年3丹19日の軌道制御時に回転を回復したため、当面はスラスタによるバックアップをしながら動作監視をし

　　　ていくこととした。　　　　　　　　，　　　　　1

　　　ロール軸ホイールが回転停止したため、ロール軸の姿勢保持はスラスタによる自動制御とした。

　　　大規模地震対策特別措置法に基づく総合防災訓練が、関係省庁等の参加を得て、国土庁の主催で実施され、この訓練において、「ゆり」　「さくら」を用いた

　　　実験が行われた。

　　．衛星は正常に動作している。　　　、

　　　高出力進行波管増幅器（TWTAンのR系統に不具合が発生（5月19日）し、送信機能を停止した。また残るA系統TWTAも不具合が発生（6月17日）し、以降B

　　　Sによるテレビ信号伝送実験、受信実験ができなくなった。

　　　残された機能により、テレメータ・データ取得、管制開発実験等が行われている。

　　　ミッションを終了し、電波した。　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛
（8）実験用静止通信衛星「あやめ」ECS

　　i．打上げ日時　　　1979年2月6日　　17時46分

　ii．打上げ自ケット　　　N－1ロケット5号機（N5F）　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

　iii，打上げ後の履歴　　　　＾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　1979年2月6日　　　　　　　　トランスファ軌道投入及び衛星の分離はほぼ予定通り行われた。

　　　　1979年2月7日～2月9日　　　数回の姿勢制御を行った後、2月9日アポジモーターを点火したが、約12秒後衛星からの電波が途絶えた。回復のためのコマンドを送信したが衛星からの電

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　ピ　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　’　　　　「205一　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

ご∴二二三二⊥二二＿、二，1，烹三二這藍＼遮．∴∫。二、髭勝、ご　∵。＿∴ご＝高＿＿二二＝、㌃＿．＿三．二二．∴　　一二㍗比一＿一一、



三∴∵＝∴二∵と㌶匡デ・、．．ご’鴉☆をふ∵一ご∴∴．、一ノニご＿。一・☆…一一に　…－4…1一＝　　・　　・　一

　一　’　　。ゼ　　　・　　　’　卜　　’　　　　　　一
　　　　　　　　　　恥　　　　　　　、、　　　　　　『　　　　　一　’　　　　　　　　　　　・　　　、　　　　　　　　　　　一206一・｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　、．　　波1ま受信できなかった。　　　　，

（9）実験用静止通信衛星「あやめ2号」ECS－b　　　　　　　　、

　　i．打上げ、日時　　1980年2月22日　17時35分

　ii．打上げロケット　　　N－1、ロケット6号機（N6F）

　iiエ．・打上げ後の履歴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　1980年2月6日　　　　　　　　トランスファ軌道投入及び衛星の分離は予定通り行われた。
　　　　1980年2月7日一2月25日　数回の姿勢議・1御を行った後、2月25日アポジモーターを点火したが、約8秒後醒力くらの電波力・途絶えた・回復のためのコマンドを送信したが・鯉からの

　　　　　　　，　　　　　　　　　　　・電波は受信できなかった。　　　　　　　　亀　　　　、　，　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

（10）技術試験衛星IV型「きくβ号」ETS－IV

，1．打上げ日時　　　1981年2月11日　　17時30分　　　　　　　　　●

　ii・打上げ・ケッド．　N－II・ケット1号機（N7F）

　iii．打上げ後の履歴

　　　1198i年2月11日　　　・．・ケット飛行・馬観分離時及び軌道投入後のし・ずれの段階においても・醒は全て1［醐に動作した・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　b．衛星の動作状態、温度変化及び姿勢の測定を行い、データを取得した。

　　　　　1981年3月13日　　　　　　　　全て正常に動作することを確認し、初期段階を終了した。

、　　　1981年5月13日　　　　　　　，搭載実験を行って、所期の目的を達し、定常段階を終了した。（第209周回）　、

　　　　　1984年12月24日　　　　　　’　太陽電池の発生電力の低下が著しくなったため、停翻した。

（11）静止気象衛星2号「ひまわり2号」GMS－2　　　　　．　　　　　　　　　　　　・

　　i．打上げ日時　　1981年8月11日　5時03分　，　　，

　　ii．打上げロケッ・ト　　　N－IIロケット2号機（N8F）・　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　iii．打上げ後の履歴　　　　．

　　　　　1981年8月1旧～8月20日・．，・ケット飛御、醒分麟及び軌道投入後のし・ずれの段階においても・耀は全て順調に動作した・　　）　　　　　　・

　・　　　．　．　　，　　　　　　　b．所要の姿勢変更：、軌道制御を行い、8月20日、東経160度の赤道上空に静止させることに成功した。

　　　　　1981年8月21日～10月10日　　a．9月8日に第1回の雲画像の取得が行われ準。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b．9月24日及び10月10日前Sバンド送信機（それぞれ冗長思及び主系）が、蝕による衛星温度の低下時に送信機出力が低下する不具合が発生したが・ミッシ

　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　ヨン遂行上支障はないことが確認された。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。．9月26日にリモートテレメトリユニットに不具合が発生したが、冗長剰・切り替えることで正常に復しており・衛星運用上支障はない・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く物

1981年12月11日

1981年12月21日

1982年4月5日

1983年11月3日～

　　　　　1984年1月21日

　　　毫

1984年6月30日

1984年9月27日

1985年8月23日

1987年4月25日

1987年U月20日

　　　　　　　　　　　　　　一ゆ　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ゆ

　　U月5日に東経160度から移動を開始し、ユ2月11日に衛星を東経140度の赤道上空に静止させた。

　　定常段階に移行した。

　　セントラルテレメトリユニットに不具合が発生したが、冗長系に切り替えることで正常に復しており、衛星運用に支障はない。

a．11月3日、VISSR走査鏡のリトレース時に、走査鏡が一時停止するという不具合が発生した。

b．その後、走査鏡の停止回数、停止時間ともに次第に増加したため、12月13日に走査鏡駆動系を冗長系に切り替えたが、冗長系でもリトレース時に停止する

　　という不具合が生じた。

〆。．主系による運用を継続したが、リトレースに数時間要する事態になったため、59年1月21日運用を打ち切り、6MSと交代することとした。

a．GMSのVISSR駆動系の不具合（劣化）により画像取得が不能となったため、再びGMS－2に交代した。

b．GMS－2は、軌道上試験の結果、1日4回の地球画像取得が可能となっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“

　　8月3日に打上げられたGMS－3に引継いだ。

　　GMS－3に引継いだ後の暫定位置から東経120度に移動し、静止させた。

　　画像取得1日4回程度の運用は可能であり、軌道上に待機させている。USB受信機能が劣化している。

　　USB受信機能の劣化が著しく衛星の管理が不能となる可能性がでてきたため、運用を停止した。

　　　14時00分

補

（12）技術試験衛星rII型「きく4号」ETS－III

　L打上げ日時　　1982年9月3日＋

　ii．打上げロケシト　　　N－1ロケット7号機（N9F）

　iii．打上げ後の履歴

　　　　1982年9月3日　　　　　、　　軌道投入後、客亭は正常に動作し、デスピン、太陽電池パドル展開、地球サーチ、捕捉、ヨー捕捉及び太陽捕捉・追尾の一連の制御を経て所定の三軸姿勢を

　　、　　，　　　㍍　　　．　　　　確立した。

　’　　1982年11月7日　　　　　　　・基本機器及び搭載実験機器の初期段階点検、機能確認を終了。いずれも所期の機能・性能を発揮していることを確認した。

　　　　1982年11月14日　　　　　　　　定常段階に移り、各搭載実験機器の実験を開始した。

　　　　1983年9月2日　　　　　　　　搭載実験を行って、所期の目的を達し、定常段階を終了した。（約4，900周回）　　一

　　　　1985年3月8日　　　　　　　．姿勢制御用燃料が枯渇状態になり、三軸姿勢保持が困難になったため、停回した。

（13）通信衛星2号一a「さ，くら2号一a」CS－2a　　’

　ii．打上げロケット　　　N－IIロケット3号機（N10F）　　

　iii．打上げ後の履歴　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゼ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“

　　　　1983年2月4日　　　　　　　　ロケット／衛星分離以後衛星は正常に動作した。　♂　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　・．　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　一207一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　、

＿一
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一208一

1983年2月5日～2月6日

1983年2月7日～2月24日

4983年3月9日

1983年5月4日

1983年5月5日

1988年6月20日

1990年5月19日

1990年12月7日

（14）通信衛星2号一b「さくら2号一b」CS一、2b

　L打上げ日時　　1983年8月6日、

　ii．打上げげケット　’　N二IIロケット4号機（NllF）

　iii．打上げ後の履歴

　　　　1993年8月6日　　　　　、・　　　ロケット／衛星分離以後衛星は正常に動作した。

　，　1983年8月6日り一8月7日，　　　所要の姿勢変更を行ったのち、アポジモータに点火し、衛星をドリフト軌道に投入した。

　　　　1983年8月8日～8月26日　所要の姿勢寄制御・髄獺を行い・8月26日醒を東経136度の赤道上空に静止させうこと｝誠訂した・

　　　　1983年9月1日　　　　　　　　　通信用中継器の機能確認試験を開始した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　・

　　　　1983年11月1日　　　　　　　，　衛星の機能確認試験の結果から、衛星は所定の機能・性能を：有していることを確認し、定常段階に移行した。

　　　　1988年12月8日　　　　、　　　定常段階を終了し、以後最終確認試験を実施している。

　　　　1990年1月26日　　　　　　　　　最終確認試験が終了し停電した。

　　　　　　　　　乾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

（15）放送衛星2号ra∫ゆり2号一a」BS－2a『

　i．打上げ日時　　　1984年1月23日　　16時58分　…

　ii．打上げロケット　　　N－IIロケット5号機（N12F）

　iii．打上げ後の履歴・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　1　　　｝

　　　　1984年1月23日　　　　　　　　ロケット／衛星分離以後衛星は正常に動作した。

　　　　1984年1月24日～1月27日　　　　所要の姿勢変更を行った後、アポジモータに点火し、衛星をドリフト軌道に投入した。その後、所定の三軸姿勢の確立を行った。

　“　198轟2月15日　　　　衛星を東経110度の赤道上空に静止させることに成功した・　　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、く》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、彊b　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嘱

所要の姿勢変更を行ったのちアポジモータに点火し、衛星をドリフト軌道に投入した。この間・トランスファ軌道の7部及びドリフト軌道の一部門おいて地

球幅テレメトリデータの出力が欠落する現象が生じた。

所要の姿勢制御、軌道変更を行い、2月24日衛星を東経132度の赤道上空に静止させることに成功した。

通信用中継器の機能確認試験を開始した。

衛星の機能確認試験の結果から、衛星は所定の機能・性能を有していることを確認した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
定常段階に移行した。

定常段階を終了し、以後最終確認試験を実施している。

衛星は正常に動作している。

最終確認試験が終了し、停翻した。

　豊5時29分

1984年　3月30日

1984年4月21日

1984年5月3日

1984年9月4日～9月13日

1984年10月12日

1985年7月24日l

1989年14月12日

　　　　　　　　　　　　㌦』ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’3

基本機器及び放送用中継器の軌道上初期機能確認を終了した。この間、姿勢制御用モノパルスRFセンサ及び放送用中継器A系統に異常を生じた。

定常段階に移行した。

放送用中継器R系統に異常を生じた。

放送用中継器A及びR系統の再起動試験を行った。

再度、A系統の再起動試験を行った。　　　　　　　　　　　　　　、

窪溜電池に出力低下の異常が発見された。

定常段階を終了し、停即した。

綴

（16）静止気象衛星3号「ひまわり3号」GMS－3、

i．打上げ日時
ii．打上げロケヅト

iii．打上げ後の履歴

19S4年8月3日　　5時30分

N－Iiロケット6号機（N13F）

1984年8月3日～8月16日

1984年8月17日～9月20日

1984年9月27日

1986年5月11日

、1986年8且6日

1989年12月14日

1993年5月13日

a・ロケット飛行中、衛星分離時及び軌道投入後のいずれの段階においても、衛星は全て順調に動作した。

b．所要の姿勢変更、軌道制御を行い、8月16日11時31分に東経140度の赤道上空に静止させることに成功した。

a．　ミッション機器め機能・性能等を評価するため、衛星機能確認試験を行った。

b。初期段階の運用及び婿星機能確認試験の結果、衛星の作動は正常であり、支障なく運用できることを確認した。

　定常段階に移行した。

　4月29日越降、VISSRの走査鏡が一時的に停止する現象が複数個所で発生し、5月11日には、雲画像データの三三（累積で3回目）が生じたため、　VISSRエ

　ンコーダを冗長系から主系に切り替えた。その後、順調に動作している。

　コマンド復調複号器1系に不具合が発生したため、Sバンド受信機及びコマンド復調複号器を1系から2系に切り替えた。その後順調に動作している。

　定常段階を終了し、定常段階終了後の運用段階に移行した。

　衛星は正常に動作している。

（17）放送衛星2号一b「ゆり2号一b」BS－2b

　l．打上げ日時　　　1986年2月12日　　16時55分

越ii．打上げロケシト　　　N－IIロケット8号機（N14頭身　・　　　　　　　　　　・

　iii．打上げ後の履歴　　　　　　　　　　　　　　　髭

　　　　1986年2月12日　　　 　ロケット／衛星分離以後衛星は正常に動作したσ

　！　　1986年2月13日～2月16日　　　所要の姿勢変更を行った後、アポジモータに点火し、衛星をドリフト軌道に投入した。その後、所定の三軸姿勢の確立を行った。

　　．　1986年3月2日　　　　　　　　衛星を東経117度の赤道上空の暫定静止位置に静止させることに成功した。　・　　　　・

　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一209一

　　㌻　　　　　、耳　　　　　　　’　　　　ノ　　　　　・『’　　　　　’’　　　　　　　　　　　　　”　　　　　．　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ
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1986年4月23日

1986年5月22日

1986年6月3日

1987年12月28日

1988年11月19日

1989年9月21日

1989年11月9日

1990年5月21日

1991年10月26日

東経117度の暫定静止魔における衛星の簾確認を終了し・衛星を東経110度の赤道上空に静止させるため・鋤を三女回した・

　衛星を東経110度の赤道上空に静止させることに成功した。　，

　姿勢制御用小型コンピュータに異常が発生したため、予備系に切り替え、切り替え後は正常に動作している。

テレメトリデータの受信不能碗生したため、テレメトリ・エンコーダをA系からB系1こ切り翫・切り三三は正常に動作している・

テレメトリデータの一部嫡が発生したため、欠落した部分については過去の醐データを活用した推定による醐を行うこととした・

ノアナログテレメトリ・データの最下位ビットが欠落し、データの精度が若干低下した。衛星の運用には支障がない。　　　　　’

　テレメトリデータの一部欠落（88年11月19日発生）の不具合が自然回復した。

　アナログテレメトリ・データ不具合による最下位ビットの欠落以外は、衛星は正常に動作している。

　定常段階を終了し、停波した。

（18）海洋観測衛星1．号「もも1号」MOS－1

i．打上げ日時
ii，打上げロケット

iii．打上げ後の履歴

1987年2月19日　　10時23分

N－IIロケット7号機くN16F）

1987年2月19日～2月21日

1987年2月22日～5月19日

1987年5月20日

1987年7月28日

1987年8月4日

1989年2月18日

1989年11月1日

1992年7月7日

1993年5月13日

a・．　ロケヅト飛行中、・衛星分離時及び軌道投入後のいずれの段階においても衛星は順調に動作した。

b．棚電池パドルの闘、地球撒、ヨー撒及び精ヨー修正を経て三軸姿勢を回し・2月21日に定常モードへ移行した・

a
b
C

　衛星を所定の世界参照座標（WRS）に投入した。

　ミッション機器の機能・性能等を評価するため、衛星機能確認試験を行った。

初妻階の翻及び三三観試験の結果、衛星はコマンドデコーダのメモリビットの反転及びDCSTへの外親波の泓以夕玉は正常に動作しており・支

障なく運用できることを確認した。

定常段階に移行した。

地球センサの地球プレゼンス信号の出力が0となり、太陽捕捉モードへ移行した。

三軸再捕捉を行い、観測運用を再開した。

定常段階を終了し、2月19日から定常段階終了後の運用段階に移行した。

バッテリーの充鷹雛が予測どおり低下しつつあるため、11月1日力・ら可視三三外放射計（VTIR）の囎にお番ナる運用を中止することとした・

1991年8丹にマ’Cクロ波放射計（MSR）に異常が発生したため・MSRの観測を中止した。

MSRを除き衛星は正常に動作じている。　1

（19）技術試験衛星V型「きく5号」ETS－V

　i．打上げ日・時　　1987年8月27日 18時20分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・曲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゾψ

　ii．打上げロケット　　　H－1ロケット（3段式）試験機（HI7F）

　iii．打上げ後の履歴

　　　亀1987年8月　　　　．　　　　a．　ロケット飛行中、衛星分離時及び軌道投入後のいずれの段階においても、衛星は全て順調に動作した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　b。　衛星の動作状態、温度変化及び姿勢の測定を行いくデータを取得した。

　　　　1987年11月25日　　　　　　　　全て正常に動作することを確認し、初期段階を終了した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　1987年12月1日　　　　　　　　「姿勢角ロール　ピッチ　チェック　ディスエーブルのコマンド」を送信しても実行しない不具合が発生し、データバスを冗長系に切り替えた。その後、正
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬ

　　　　　　　．　　　　、　　　　　　常に動作している。’　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　1989年3月31日　　　　　　　　定常段階を終了し、’4月1日から定常段階終了後の運用段階に移行した。

　　　　1993年5月13日　　　　　　　　衛星は正常に動作している。

（20）通信衛星3号一a「さくら3号一a」CS－3．a

　i．打上げ日時L　1988年2月19日頃19時05分　　　　　　　・
　ii．打上げロケット、　H－1ロケット（3段式）1号機（H18F）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「『

ii‡．打上げ後の履歴

　　　1988年2月19日午

　　　1998年2月20日～2月21日

　　　1988年3月11日鳶

1988年3月14日

’1988年3月17日

1988年4月25日

1988年5月16日

1989年2月27日

1993年5月13日

ロケット／衛星分離以後衛星は正常に動作した。　　　　’

所要の姿勢変更を行った後、アポジモータに点火し、衛星をドリフト軌道に投入した。

姿勢及びアンテナ制御エレクトロニクス（AACE）に異常が生じ、通信用アンテナの回転が停止したため、AACEを1系から2系に切り替えた。その後正常に動

作している。

衛星を東経149度の赤道上空の暫定静止位置に静止させることに成功した。

通信用中継器の機能確認試験を開始した。
　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

所要0姿勢制御、軌道変更を行い、5月11日東経＝132度の赤道上空に静止させることに成功した。

衛星の機能確認試験の結果から、衛星は所定の機能、性能を有していることを確認し、定常段階に移行した。

ブーストコンバータ2の不具合によりバッテリ2からの電力が供給されない状態が発見されたため、バッテリ2をブーストコンバータ1に接続した。その結

果、電力供給は正常に行われた。

衛星は正常に動作4している。　　　　　　　’

（21）通信衛星3号一b「さくら3号一b」CS－3b

　L打上！げ日時，　’1988年9月16日　　18時59分”・

　ii．打上げロケット’　　H－1ロケット（3段式）2号機（H19F）

　iii．打上げ後の履歴　　　　　　　　　・

高211一，
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1988年9月16日

’1988年9月17日～9月18日

1988年10月4日

1988年10月11日

1988年11月12日

1988年12月8日

1989年3月17日

1ggS年5月13日

ロケット／衛星分離後衛星は正常に動作した。　　　　　　，　　　　　　　　　　　　’

所要の姿勢変更を行った後、アポジモータに点火し、衛星をドリフト軌道に投入した。

衛星を東経149度の赤道上空の暫定静止位置に静止させることに成功した。　　　　　　　　　　　一

通信用中継器の機能確認試験を開始した。、

所要の姿勢制御、軌道変更を行い、11月28日東経136度の赤道上空に静止させることに成功した。　　　　　　　　　　　　　ノ

衛皇の機能確認試験の結果から、衛星は所定の機能、性能を有していることを確認し、定常段階に移行した。

f7（K。バンド）中継器の出力力伽こなる不具合が発生したため・3月19日・予備系に切り翫た・その後正常｝鋤回している・

衛星は正常に動作している。

（22）H－Idケット（2段式）試験機　性能確認用ペイロード　　　　　　　　　　　　　　’

　i．打上げ日時　　　1986年8月13日　　5時45分　　　　　　　　　・

　ii．打上げロケット　、　H－1ロケット（2段式）試験；機（H15F）

　iii．打上げ後の履歴

　1）測地実験衛星「あじさい」EGS

　　’1986年8月13日　降　　　　　　ロケットから分離され、円軌道に投入された。

　　　　1986年8月14日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　諭し、第1回軌道決定を行った。

　　　　1986年8月15日　　　　’　　　第2回軌道決定を行った。

　，　11993年5月13日　　　　　　　　衛星は飛行している。

　2）アマチュア衛星「ふじ」JAS－1
　　　　1986年8月13日　　　・ケッ、トから分離され・円軌道に投入され・衛星は】1頂調に動作した・

　　　　1986年9月15日　　、　　　　　衛星は正常に動作している。

　　　　1989年11月5日　　　　　　　　　運用を停止した。

　3）磁気軸受フライホイール実験装置：MBFW
　　　　l986年8月13日・　　　　　　　第2段ロケット燃焼が終了し・EGP／JAS－11分離後・運用が開始された。

　　　　1986年8月15日　　　輔目的の実験をそテい、その後、電池の瀧に伴なし・第32舶で鎖した・

（23）静正気象衛星4・号「ひまやり4号」GMS－4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く勲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．一3

第8一第12周回において、光学呪力狂われ、当初の予定通り明滅しながら飛行しており・レーザ反射弓も正常であることが確認された・レーザ測距に成

論一一診

♪

i．～

ﾅ上げ日時
ii．打上げロケッ、ト

iii．打上げ後の履歴

　　　1990年9月6日～9月22日

1990年9月22日～11月9日

1990年12月6日

1990年12月14日

1993年5月13日

1989年9月6日　　4時11分（JST）　　．

H－1ロケット（3段式）5号；機（H20F）　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　a，ロケゾト飛行中、衛星分離時及び軌道投入後のいずれの段階においても、衛星は全て順調に動作した。

　　　　　　　b！繭の麹変更、輔制御を行い、9月22日、東経160度の赤道上空に静止させることに成功した・

　　　　　　　a，ミッション機器の機能・性能等を評価するため、衛星機能確認試験を行った。

　　　　　　　b．初期段階の運用及び衛星機能確認試験の結果、衛星の作動は正常であり、支障なく運用できることを確認した。

　　　　　　　11月14日に東経160度から移動を開始し、12月6日に衛星を東経140度の赤道上空に静止させた・

　　　　　　　定常段階に移行した。

　　　　　　　衛星は正常に動作している。

（24）海洋観測衛星1号bにもも1号b」MOS－1b

　L打上げ日、時　　1990年2月7日　10時33分

　ii．打上げロケット　　　予備用H－1ロケット2段式試験：機（H21F）

　iii．打上げ後の履歴　　　’　　　　　　　　　一　　　　　　　、

1990年2月7日～2月10日

1990年2月11日～4月10日

1990年4月11日

1992年2月7日

1993年5月13日

a．ロケット飛行中、衛星分離時及び軌道投入後のいずれの段階においても衛星は順調に動作した。

b．太陽電池パドルの展開、地球捕捉、ヨー捕捉及び精ヨー修正を経て三軸姿勢を確立し、2月10日に定常モードへ移行した。

a．、衛星を所定の世界参照座標（WRS）に投入した。　　　　　　　　　　　　　、

b．ミッション機器の機能・牲等等を評価するため、衛星機能確認試験を行った。

c．初期段階の運用及び衛星機能確認試験の結果、データ収集システム用中継器（DCST）の機能が若干低下している以外は年常に作動しており、支障

　なく運用できることを確認した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
定常段階に移行した。　　　　　r　’

定常段階を終了し、2月8日から定常段階終了後の運用段階に移行した・

衛星は正常に動作している。

（25）アマチュア衛星1号b「ふじ2号」JAS－1b　　　　・’

　i．打上げ日時　　㌧1990年2月7日　　10時33分

　iiご，打上げロケット　　予備用H－1ロケット2段式試験機（耳21F）

　iii．、．打上げ後の履歴

　　　　1990年2月7日　　　　　　　　ロケットから分離され、楕円軌道に投入され、衛星は順調に動作した。

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一213一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　き、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　一214－

　　　　　　1992年6月2日　・　　　　　　　衛星は正常に動作している。

　　（26）伸展展開機能実験ペイロードTおりつる」DEBUT　　　　　　　、

　　　i．打上げ日時　　1990年2月7日　10時33分

　　、ii．打上げロケット　　予備用H－1ロケット2段式試験機（H21F）

　　　iii．打上げ後の履歴

　　　　　　1990年2月7日　　　　　　　ロケットから今離され、楕円軌道に投入された。

　　　　　　1990年2月8日～2月17日　　　　所期目的の実験を行い、停溶した。

　　（27）放送衛星3号一a「ゆり3号一a」BS－3a

　　　i．打上げ日時　　1990年8月28日　18時05分　　　　　　　
卍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　　　ii．打上げロケット　　　H－1ロケット（3段式）3号機（H22F）

　　　iii．打上げ後ρ履歴　　　　　　　　　　　　・　　　　　　・

1990年8月28日

1990年8月29日～8月31日

1990年9月19日

1990年9舟29日

1990年10月15日

1990年11月28日　、　　・

1991年3月19日～3月20日

1993年5月13日

ノ

ロケット／衛星分離以後衛星は正常に動作した。

所要の姿勢変更を行った後、アポジモータに点火し、衛星をドリフト軌道に投入した。その後、所定の三軸姿勢の確立を行った。

太陽電池アレイ展開後・高電圧電源系の発生電力が低下しτいる（予定の3／4）ことが判明した。

衛星を東経122．5度の赤道上空の暫定静止位置に静止させることに成功したσ

東経122，5度の暫定静止位置における機能確認を終了し、衛星を東経110度の赤道上空に静止させるため、移動を開始した。

衛星を東経110度の赤道上空に静止させることに成功した。

定常段階に移行した。　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

放送用中継器3chシャットオフ。再起動したが、再度3chシャットオフ。再々起動以後、正常に動作している。

衛星は正常に動作している。

（28）放送衛星3号一b「ゆり3号一b」BS－3b　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

　i．打上げ日時　　1991年8月25日　17時40分

　ii．打上げロケット　　　H－1ロケット（3段式）8号機（H23F）

　iii．打上げ後の履歴　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　1

　　　　1991年8月25日　　　　　　　　　ロケット／衛星分離以後衛星は正常に動作した。

　　　　ユ991年8月26日～亭亭28日　　　　所要の姿勢変更を行った後、アポジモータに点火し、衛星をドリフト軌道に投入した。その後・所定の三軸姿勢の確立を行った。

　　　　1991年9月10日　　　　　　　　衛星を東経110度の赤道上空に静止させることに成功した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ働　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　論

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　κ診　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ謬レ

　　　　エ991年10月24日　　　　　　　　定常段階に移行した。

　　　　1993年5・『ユ3日　　　　　・　　衛星は正常に動作している。

（29）地球資源衛星1号「ふよう1号」JERS－1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆

　L打上げ日時’　1992年2月11日　10時50分

置ii．打上げロケット，　　H－1ロケット（2段式）9号機（H24　F）

　iii．打上げ後の履歴　　　　　　　　　　　　　　一

1992年を月11日

1992年2月12日～4月3日

1992年4月4日

1992年4月8日

1992年4月9日・

1992年4月10日～5月15日

1992年5月18日～5月20日

1992年6月1日

1992年9月18日

1992年i1月20日

1993年2月22日

1993年4月30日

1993年5月13日

・
い
一

ロケット飛行中から、衛星分離時及びその後の太陽電池パドルの展開、三軸姿勢確立までのいずれの段階においても衛星は正常に動作した。

合成開ロレーダ（SAR）アンテナの第1展開（90。展開）に不具合が発生した。

SAR不具合による不具合対策の検討及びトラブルシュートを実施した。　　　　　　　　　　　，

また、SARの不具合対策と平行してバス機器及びミッション機器（SAR関連を除く）の機能確認試験を実施．し、問題のないことを確認した。

SARアンテナの第1展開完了の信号を確認した。

SARアンテナの第2展開を実施した。

SARアンテナの第3展開を実施したが、第3展開（オフナディ．ア傾斜）完了の信号が得られなかった。

しかし、姿勢データから展開を完了していると確認され、SAR関連の機能確認試験に着手することとした。

SAR関連の機能確認試験（初期運用）を実施した。

衛星のシステム性能確認試験を実施した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　r　　　　　　　　　　　　　　“

定常段階に移行した。

SAR高出力増幅器2チャンネル運用時は、アンテナ部の放電が原因と推定されるノイズの発生により、画像が不鮮明となることから、高出力増幅器を1

チャンネル運用に変更した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

ミッセヨン記録装置（MDR）の再生時に、セカンダリBOT／EOT検出回路が誤動作することから再生時のみ当検出回路を使用しない運用に変更した。
　　　　　　　　　　　　　　　ち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

国内可視域において、SAR夜間観測試験運用を実施した。

国内不可視域において、SAR夜間観測試験運用を実施した。

衛星は正常に動作している。

　　　’　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一215一

　　　　　　　　　レ　　　　　　1　”、艶　、　　　　　　　　　　　　　　　・
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2．文部省宇宙科学研究所

（D　おおすみ　（1970－011A）
　打上げ年月日　　　　昭和45年2月11日
　打上げロケット　　　L「4S－5

打灘臨講縮縫望藤雲鳥灘稀既記圭鼻呈三冠雛三四£1第7周には信号灘帖ができ鰍．

（2）たんせい　（1971－011A）
、打上げ年月日　　　　昭和46年2月16日

　打上げロケット　　M－4S－2
批難醗、搭載電池の予定寿命をや紐回って96周にわたって㈱期し、獄温麟囎こ関し多くの資料が得られた・コマンド装置が趾認る通信の混信で誤動作す

　　ることが判り、以後の衛星で改良する端緒となった。

（3）、しんせい　（1971－80A）　　　　　　　　　　、　、
　打上げ年月日　　　　昭和46年9月28日
　　打上げロケット　　M－4S－3　　　　　　　　　　　．

　　　③上灘騰漏壷論議劣化により殆ど蓄電能力が失われ、そのための衛星が日照時にあるときのみデータの送信が行われる状況となっている・データの三三

　　　　当性を欠くものが多くなっており・鰍機器の特油化がかなり進むものと考えられる・

　（4）でんぱ　l1972－064A），
、　打上げ年月日　　　　昭和47年8月19日　　　　　　　　，

　　打上げロケット　　M－4S－4

　　　③昭和55年5月1．9日、大気圏に突入し、消滅したものと推定される。　　　　　　　　　　　　　　　　、

　（5）たんせい2　（1974－008A）・　　　　　　　・
　　打上げ年月日　　　　昭和49年2月16日
　　打上げロケット　　lM－3C－1　　　　　　　　　　　　、

打さげ黎聾援、鰹部の動作は正常であって、第1朋地上よりのコマ州こよって行われたヨーヨーデスピナの切胤も順調で・衛星のスピンを初期の2・3・p・から11・

　　　②3；蔑犠叢無による鱗，1御に関する一連の実験が行われ、鯉のスピン軸を輔面に垂直にたてるなど計画どおり制御できることが確認された・

　　　③衛星各部の動作は、搭載電池の予定寿命約2週間にわたって終始正常であった。
　　　④昭和58年1月23日、大気圏に突入し消滅したものと推定される。

〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、；薄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　強
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一P　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岬》

（6）　たいよう　　（1975－014A）
　打上げ年月日　，　昭和50年2月24日　　　　　　　　・
　打上げロケット　’M－3C－2
　打上げ後の履歴

　　①　打ち上げ後、搭載機器の動作は全て正常で、ヨーヨーデスピナ、プローブ展開によるスピンの低下も順調であった。打ち上げの約2週間後、地磁気による姿勢制御装置によって
　　　衛星のスピン軸は軌道面にほぼ垂直となり、ホイルモードが達成された以降は姿勢保持マグネットにより、概ね計画通りに姿勢を保つことができた。

　　②　衛星は、その後も引き続いて順調に作動を続け科学観測のミッションを達成して、昭和50年12月末を以っていったん科学観測データの取得を打ち切った。

　　③その後も随時状況の良い時を選んで観測データの取得を行っていたが、昭和55年6月29日大気圏に突入し、消滅したものと推定される。

（7）たんせい3　（1977－012A）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　打上げ年月日　　　　昭和52年2月19日
　打上げロケット　　　M－3H－1
　打上げ後の履歴　b　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h
　　①　打ち上げ後、第1周目、地上よりのコマンドにより、第1のヨーヨデスピナを展開し、スピンを毎秒19回から毎分34回に低下させ、2月20日第10周において、ガスジェット装置
　　　を働かせてニューテーションダンパの動作特性に関する資料をえた。
　　②　2月2r三冠20周目において、ガスジェット装置の遮断弁が閉じていることが判明したので、実験の予定を変更して沿磁力線姿勢安定化実験に入ることとし、第22周において、：第

　　　2のヨ一丁デスピナを動作させスピンを殆ど零にした。’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　　　次いで沿磁力線姿勢安定化のための磁石を第31周に展開し、さらにスピン及び秤動減衰装置を動作させ、衛星の基準軸と磁力線のなす角が6度～18度に収まることを確認、この
　　　方式の性能が満足すべきものであることを確かめた。沿磁力線姿勢を保った状態で紫外光測光実験を行い、オーロラ発光に考之られる輝度分布の資料がえられた。丁たんせい3」は、

　　　電池の寿命が尽きたため、3月4日第134周を以って実験を終了した。

（8）　きょっこう　（1978－014A）’　　・　　　　　山
　打上げ年月日　　　　昭和53年2月4日
　打上げロケット　　　M－3H－2
　打上げ後の履歴　　　　　　　　　　　　　　・　　　　「

　①　打ち上げ後項1周においてヨーヨーデスピナをコマンドにより働かせ、スピンを零にするとともに、姿勢安定用マグネット・プロップの展開等を行い、次いでスピン及び秤動減衰
　　　装置を動作状態にした。この結果、第2周頃からは秤動角が9度程度に収まり、ほぼ沿磁力線姿勢安定を達成した。　　　　　　㌔　㌧　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　②．2月24日より高電圧を使用する紫外テレビ受像装置、電子エネルギー分析装置、正イオン質量分析器、真空紫外大気光観測装置に毎日1装置ずつ高竃圧電源の投入を行い、2月
　　　28’日を以って全て順調に動作することを確かめた。高電圧を使用しない機器については打ち上げ当初より電源が投入されており、従って、以上により搭載全機器がすべて正常であ

　　　ることが確かめられた。
　　③以来観測は計画に従って順調に行われ・カナダ国立研究院あ協力によりチャーチル基地に設けられたデータ取得局及び国立極地研究所による南極昭和基地でのデータ取得も順調で

　　　あったが、きょっこうはその観測目的から遠地点4000km｝近地点640km　、傾斜角65．3度の軌道に入れられた。この軌道は殆ど放射線帯にあるため、当初より太陽電池の劣化が他の

　　　衛星より大きいことが予想されていた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　‘　　　　　　　　　　　　　　　1

　　’54年5月下旬以降は、KSCにおけるデータ取得作業は日陰率1．5％以下のときのみ実施し、カナダチャーチルにおけるデータ取得は9月以降続けていた。54年11月9日、
　　　6899周を最後に衛星よりの電波は途絶え、その後回復のためのコマンドを全日照の期間を選んで行ったが回復していない。

　　　，データ取得及び観測目的から見れば、オーロラ画像は20，000枚以上を取得し、スプログラムタイマーの使用及びチャーチルでのデータ取得によって6899周目の略半分の周回の観測

　　　を行うことができ、充分満足すべき成果を収めたものと確認している。

　　④　現在は電波の途絶えたままである。

／

一副

㌧

（9）　じきけん　　．（1978－087A）　　f　　∫　　　　　　、

　打上げ年月日　　　　昭和53年9月16日　　　　　　　　・

　打上げロケット　　　M－3H－3　　　　　　　　　　　　　　　P　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　打上げ後の履歴　　　㌦　脳　　㍉　　　　　　　　　　　　　φ　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

　　①　打ち上げ後、搭載機器の動作は全て正常で、アンテナ及びセンサーブームの伸展＼高圧電源あ投入を行い、10月以降から本格的な科学観測が始められた。

　　②以来、1年7ケ月観測は順調に行われており、我が国初めての磁気圏衛星として多くの科学データが得られている。
　　③　中でも磁気圏の自然の波動現象と粒子の計測の他、大電力パルスRF電波及び電子ビームを用いたアクティブな実験の領域でも貴重なデータを生み出している。

　　④現在、受信を停止しているア。　・

ズ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぱ　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　一217一　　　　　’
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　（10）　はくちょう　（1979－014A）
　　打上げ年月日　　　・昭和54年2月21日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　打上げロケット　　　M－3C－4　　　　　　　　　　　　一
　　打おげ隆盛後、姿勢制御に関して一連の作業を行い、スピン㈱道投入当時の一角獣座方向から帆座の方向に向けた．

。　観測が再開され、貴重なデータを取得した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　　④　昭和60年4月16日頃大気圏に突入し、消滅したものと推定される。

（11）たんせい4　（L980－015A）
　打上げ年月日　　　昭和55年2月17日
　打上げロケット　　　M－3S－1　　　　　　　　’、

　　⑤　昭和58年5月13日、大気圏に突入して消滅したものと推定される。

（12）びのとり　　（1981－017A）
　打上げ年月日　　　昭和56年2月21日
　打上げロケット　　　M－3S－2　　　　　　　、　　　　　　，

打おげ讐都窪、搭㈱の動作は全て正常で、ヨ日電ーデスピナによる衛星のスピン数を観2回から毎分54藤島下させ後・太陽点心ルを闘し・これによりスピンは毎

　　　分4．3回となった。

雛磁縢照臨腸詰書回漕羅襲難瞬捉えた。これを皮切りに観測は順調に進められ・その後4月2・日迄に畑00例の太陽フレ

　　　アを記録した。

霧雛享量照門灘鞭葛三冠耀回忌臨月現在700個以上のフレアを観測している．

　　⑥　現在、受信を停止している。
　　⑦　平成3年7月11日、大気圏に突入して消滅したものと推定される。

（13）てんま　　　（1983－011－01）
　打上げ年月日　　　昭和58年2月20日
　打上げロケット　　　M－3sL　3

響鰹㌦、騰器の媚ま全て正常で、ヨー三一デスピナにより醒のスピン数を毎秒2回から鮒湘に低下させ甑太陽馳・ドルを展開し・これ1こよりスピンは毎

二分

��曙恣蜩�ｾ課照照ぺ蓑冠羽響撫＿＿．
④無償、受信を停止している。
⑤職元年■月■9日・大気圏に突入して？嘘撚したものﾕ綻さ樋．　　　　　　　　・3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．一p　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　j》

「』

（14）おおそら　　（1984－015A）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　打上げ年月日　　　　昭和59年2月ユ4日
　打上げロケラト　　　M－3S－4
　打上げ後の履歴　　　’　　　　　　・　　　　　　　　昌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　①打ち上げ後｛衛星各機器の動作は全て順調で、第9周目において地上からの指令電波によりヨーヨーデスピナを展開し、そのスピンを122rpmから6rpmに低下させた。「

　　②　第29周で太陽角が120度となったことを確認した上で4株の太陽電池パネルを展開した。　　　　　　　　㌦　　　・

　　③亀2月24日から第i期定常観測に入り、中層大気中の微量成分や、高エネルギー粒子の観測、電子密度や温度の観測を開始した。
　　④　北極地方にあるスウェーデン・エスレンジ局や南極昭和基地における衛星からの電波の受信も行われたが、すでにいくつかの興味ある結果が得られている。

　“⑤　昭和63年12月26日ぐ大気圏に突入して消滅したものと推定される。

（15）　さきがけ　　　（1985－001A）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　打上げ年月日　　　　昭和60年1月8日　　　　，　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆
　打上げロケット　　M－3S∬一1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　打上げ後の履歴　　　　　　｝

　　①打ち上げ後、衛星各機器の動作は全て順調で、1月9日に姿勢制御エンジンによりスピンを28．7rpmから6．4rpmに低下させた後、スタースキャナーを作動させ姿勢決定を行った。

　　②1月11日、姿勢を約120度変更させた後制御エンジンを作動し軌道修正を行ったbこの結果、ハレー彗星への最接近日時は1986年3月11日13時09分、距離は702万
　　　kmと算出された。　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピ　　③　2月14日、再度軌道修正を行いハレー彗星との最接近距離を700万kmに修正した。　　　　　　　　　　　　　　　　．
　　④その後、搭載された観測器に順次高圧印加が行われ、各観測装置とも正常に作動しており、良好なデータを取得している。

　　⑤昭和61年3月11日13時18分、ハレー彗星の太陽旧約700万kmの点を通過した。この間、プラズマ波観測装置、惑星間磁場観測装置及び太陽風観測装置による観測が行わ
　　　れた。　　　　　　　　　　・　　　’　・

　　⑥平成4年に地球と会合するよう、昭和62年1月26日～29日に所要の軌道修正を行った。　 、　　　　　　　，
　　⑦さらにく平成3年9月18日及び12月24日の2回軌道微調整を行い、予定通り平成4年1月8日23時08分47秒、地球から88，997kmまで接近し、科学衛星「ひてん」で培
　　　ってきたスウィングバイの技術を応用し、我が国初の惑星スウィングバイに成功した。これにより、太陽の回りを地球と並走するようなかたちの帰還並走軌道へ投入され、今後数年

　　’間に渡って地球近傍に留まる予定である。
　　⑧プラズマ波動く惑星間磁場、太陽風の各観測機器は、最接近に先立ち地球磁気圏尾部通過から最接近直後に至るまでの地球近傍の観測を行い、貴重なデータを取得した。

　　　　　　　　ρ

（16）すいせい　　（1985－073A）
　打上げ年月日　　　　昭和60年8月19日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

　打上げロケット　　M－3SH－2
　打上げ後の履歴　　　／　　　　　　　’
　　①，打ち上げ後、内之浦町からの非可視域において予めプログラムされたシーケンスに従って、そのスピンを30rpmに低下させ、スピン軸を太陽光に対してほぼ垂直（89度）に制御し

　　　た。　　　　　　　　’　　、

　　②　8月19日第1パスにおいて、スピン速度を計画通り毎分6．7回に減少させたのち姿勢制御を開始した。8月20日第2パスにおいてスター・スキャナーは、その可視内にカノー　’

　　　プスをとらえ探査機はほぼ黄道面垂直の巡航姿勢となった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　③ハレー彗星への最接近距離を20万kmとしていたが、観測をよりよい状態で行うためおよそ15万kmまで近づけることとし、軌道修正を行った。
　　④　11月中旬以降、紫外線撮像装置によるハレー彗星の観測を開始し、11月下旬から12月中旬にかけて数次にわたり、ハレー彗星の水素コマが爆発的に輝くことを認めた。

　　⑤昭和61年3月8日22時06分ハレー彗星の太陽側約15万kmの点を通過した。紫外線測光装置、イオンエネルギー分析器、紫外光撮像装置による観測を行った。

　　⑥平成4年に地球と会合するよう、昭和62年4月6日～10日に所要の軌道修正を行った。
　　⑦平成3年2月5日、姿勢制御用燃料残存量が零となり、また太陽電池の劣化に伴う電力状況の悪化から、これ以上の運用は無理との判断がなされ、2月22日搭載送信機をオフと

　　　して運用を打切った。　　　　　　　　　　　’

、　　　　　　　　　　　　　・　　　’　　　　　　　　　　一219一
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（17）　ぎんが　　　　（1987㌘012A）
　打上げ年月日　　　　昭和62年2月5日
　打上げロケッ・ト　　M－3S∬一3　　　　　・
　打上げ後の履歴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　①装置の較正試験を含む予備観測を各種天体で行った後、62年10月から国内外からの公募による観測を実施した。
　　②クエーサーからのX線輝線の観測、銀河面に沿ったX線源探査による新しいX線源の発見などのほか、打上げ直後の62年2月23日大マゼラン星雲に出現した超新星SN1987A

　　　についてもX線観測により貴重なデータを得ている。’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　③銀河中心近傍に大量の超高温プラズマが存在することを発見した。　　㌔

　　④3個の新しいブラックホールX線源を発見した。　　　　　　　　　　　　 1　　　　　　一　　⑤多くのパルサーからサイクロトロン吸収を検出し、中性子星に強い磁場が存在することを確認した。

　　⑥活動銀河核、特にセイファート銀河のX線スペクトルから、周辺の物質分布、構造を明らかにした。
　　⑦、4年9ケ月の間、「ぎんが」は35ρもの天体を観測し、平成3年11月・1日大気圏に再突入し消滅したものと推定される。

（18）　あけぼの　　　（1989：一〇16A）　・　　　　　　　　　　　　　　．

　打上げ年月日　　　　平成元年2月22日

　打上げロケット，　M－3SI－4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　打上げ後の履歴

8繍轟轟購召甦；靴箆騨騰蝋筆講望平郷夢予州野卑籍全娚騨糖、及びスウェーデンエスレンジの3局で受信し

③てn描臨鵡叢論面詰気嵐が頻発し、蜘時のオー。うの様相、中徽の大きなプラズマの流れ、プラズマ圏の大きな変三冠時の磁気蹴の大

④き ?ﾛ長畿謡緯嬉、逆に鉱層から飛び出すビーム状のイオン、プラズマ密度の急激な醗オー・ラ電子の加速蹴関わると思われる藪な現象を見出

　　　しつつある。　　　　　・　　　　　　　ぎ　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　⑤オーロラ発達の様子がグローバルに把えられた。特にブレークアップと呼ばれる急激なオーロラの発達を高時間分解能で撮像することに成功した。
　　⑥　日域の低エネルギーイオンの運動、特に磁力線に沿った上下運動について新しい観測データが得られつつあり、磁気圏と電離層の結合について理解が深まりつつある。

潔癖講説離離磁装1灘鰭線灘糀論難薯鑑識講無難托は殆ど見られない．一CCDの一部（UV用）が
　　　当初予測よりやや遅れて劣化したのみである。

　　⑨今後、GEOTAIL「による磁気圏尾部及び磁気圏境界域での観測との、共同観測を実施する計画である。　　　　　　　　　　　　　．

（19）　ひてん「　　（1990－007A）
　打上げ年月日　　　　平成2年1月24日・

　打上げロケット　　M－3SH－5
　打上げ後の履歴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　〔
　　①　3月19日、ルナー・オービタを切離して月周回軌道に投入するとともに、第1回目の月スウィングバイを行った。

毅鱗葉灘蹴8猫言鰻丼踊等星呼野籏響臨回、1月28日第7回、3月4日第8回と月スウィン卿こ成功すると共に、その間の姿

轟欝欝欝欝講鷺醗孟搬ぢぞ灘纏騨欝無筆慧幣ろ噺げ、地球大気との摩擦により減速を行うエア・ブレーキ実験1こ成功した・

　　⑤　4月27日第9一月スウィングバイを行い、遠地点を約150万kmとする軌道に投入、工学実験及び宇宙塵の観測を続けている。
　　⑥・10月2日第10回月スウィングバイを行い、続けて平成4年2月15日第11回目の月接近時に「ひてん」を月の周回軌道に投入した。

　　⑦平成5年4月11日月面に落下、ミッションを終了した。　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご鞠　　　　㌔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乏ご『塾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　螂誰 一

　　　　（20）　ようこう　 （ユ99ユー062A）
　　　　　打上げ年月日　　　　平成3年8月30日
、　　　　打上げロケット　　　M－3sn－6
　　　　　打上げ後の履歴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌔
　　．　　　①　搭載機器は、全て順調に作動している。軟X線望遠鏡は、b月2日から試験観測を始めた。その他の観測器は、9月25日に高圧電源投入を完了、試験観測を始めた。10月始め

　　　　　　　から全機器による定常的な観測が行われる。

　　　　　　“②初めて軟X線から硬X線まで広いエネルギー範囲にわたって、極めて詳細な太陽フレアのX線画像が、連続的に撮像された。すでに200個以上のフレアが観測されている。太陽
　　　　　　　コロナの激：しい活動の連続観測も続いている。

　　　　　　③　太陽X線のスペクトルも軟X線からガンマ線にいたる広い範囲で観測されている。ブラッグ結晶分光計による線スペクトルの観測によりプラズマの診断も行われている。

　　　　（21）　GEOTAIL　（1992－044A）　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　打上げ年月日　　　　平成4年7月24日　　　　．
　　　　　打上げロケット　｛　米国デルタ∬ロケット

　　　　　打上げ後の履歴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　　　　　　①平成4年9月9日の第1回月スウィングバイを初め平成5年4月末までに計6回の月スウィングバイを行い、地球磁気圏深奥部探査を行っている。
　　　　　　②平成4年9月16日までに50mワイヤ・アンテナ、6mのマストの伸展及び観測機器の高圧電源投入を完了し、定常観測を開始した。
　　　　　　③磁気圏尾部プラズマの運動に重要な役割を果たす電場の新計測法であるブーメラン法に成功し、今後の本格的観測に期待が寄せられている。
　　　　　　④　磁気圏尾部における粒子加；速現象では、詳細な粒子分布関数の観湖、それに伴う磁場構造の変化やプラズマ波動の観測と合わせて、そのメカニズムの究明のための観測データが

　　　　　　　得られている。

　　　　　　⑤これまでに3回、曇勝側磁気圏境界の詳細な観測が行われ、太陽風・磁気圏相互作用に関する貴重なデータが得られた。

　　　　（22）あすか　　（1993－011－01）
　　　　　打上げ年月日　　　　平成5年2月20日
　　　　　打上げロケット　　　M－3SH－7，　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　打上げ後の履歴

①　打上げ後・2月25日には太陽電池パドルを展開、3月2日にX線望遠鏡の鏡筒部分を伸展、3月12日からは撮像型蛍光比例計数管（GIS）の高圧電源投入を開始、3月
　17日からはX線CCDカメラ（SIS）の電源投入を開始、3月29日からは全機器による試験観測を開始した。平行して、姿勢制御系の機能試験・調整も順調に進められた。
②　3月30日には大熊座の方向にある近傍銀河M81の中に超新星SN1993Jが発生したことが通報され、「あすか」は4月5日と7日にX線望遠鏡をこの超新星の方向に
　向け試験観測を行った。爆発後10日以内の早い時期に超新星からX線が検出されたのは今回がはじめてで、温度1億度以上の超高温ガスから回せられているものと推定される

　X線スペクトルを得る等、「あすか」はその成果に大きく貢献した5
③　衛星および観測装置の基本的な機能確認と較正を平成5年4月中旬で終え、試験観測が続けられる。5年10月頃からは、国内外からの公募による定常的な一般観測に入る。
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